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　６月 15 日、市立鳥羽小学校の体育館ではＴＣＦジュニア
バスケットボールチームの練習が行われていました。
　毎週土曜日の午後１時 30 分ごろから午後４時ごろまで、
バスケットボールが大好きな子どもたちが集合し、体育館を
所せましと笑顔で駆け回っています。
　同チームでは、一緒にバスケットボールを楽しむメンバー
を募集しているそうです。

今月の表紙

15一人一人が備えてこ！ 防災力 UP ！鳥羽
消費者トラブルにご用心 !

14木田市長のど～んとコミュニケーション
人権文化の花を咲かせよう

13まちの話題

16やんちゃっこあまえっこ
広報文芸

17暮らしの情報

24島遺産・とばっこげんきっこ・編集後記

23library news（図書館だより）
行政チャンネルとば番組案内

5鳥羽の夏

平成 26 年４月からごみの処理が
新しい施設で行われます

6

みんなで鳥羽市の子どもの育ちを応援しましょう
あなたも子育て支援サポーターに
なりませんか

8

9

公売のお知らせ
不動産を公売します

10

後期高齢者医療制度のお知らせ 11

みんなの見守りで高齢者虐待を防ごう

12納税は安心で便利な口座振替をおすすめします
７月は軽自動車税徴収強化月間です　

4鳥羽 HOSU プロジェクト始動 !

3～東京で鳥羽市を PR ！～
海女姿 100 人キャラバン隊募集
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東　京
TOKYO

■とき　　　　　10 月14 日（月・祝）（14 日は東京都内宿泊となります）
■ところ　　 　　東京都港区六本木
■内容　　　　　海女姿で鳥羽駅から東京都内の会場まで
　　　　　　　　移動しＰＲ活動を行っていただきます。
■募集要件　　　①市内に在住する女性のかた
　　　　　　　　②高校生以上のかた
		      ③鳥羽を元気よく PR してくださるかた
　　　　　　　　※現役海女さん、兼業海女さん大歓迎
　　　　　　　　※拘束時間が長くなることを了承の上、
	 　　　　　　ご応募をお願いします。
	 　　　　　※日時、場所などについては都合により
　　　　　　　　　変更する場合がありますのでご了承ください。
■募集期間　　　７月１日（月）～ 31日（水）
■応募方法　　　応募用紙（次ページ）に必要事項を記入し、ファクスもしくは直接観光課または市内
		  　 各連絡所に提出してください。
　　　　　　　　※応募多数の場合は海女さんを優先した上、先着順とさせていただきます。
■応募者説明会 　 応募いただいたかたへの説明会を８月上旬に予定しています。また、10 月上旬に
		  　ＰＲ用の海女着を貸し出す予定です。

7 月1日

募集開始

7 月 31日

募集締切り

8 月上旬

説明会

10 月上旬
海女着
貸出し

10 月14 日

募集内容

これからの

スケジ
ュール

東京 PR

東京で鳥羽市をＰＲ！

海女姿 100人
キャラバン隊募集

市では、10月14日（月・祝）
東京で「遷宮奉祝と海女文化」をテーマとした観光ＰＲを予定しています。
海女姿で鳥羽から東京まで近鉄電車・新幹線を乗り継ぎ、東京の会場で
鳥羽をＰＲしていただく１００人の女性を募集します。
みなさんからの多数のご応募をお願いします。

                        　　観光課観光振興係　  25１１５７
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「海女姿 100人キャラバン隊」応募用紙
（鳥羽市観光課：FAX0599-25-1159）

氏　名 　

住　所 鳥羽市

生年月日
昭和　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日平成　　　　　　　　　　　　　　　

満年齢　　　歳

連絡先
自宅電話　（　　　　）　　－
携帯電話　　 　　－　　　－

勤務先または学校名

応募理由 　

海女着サイズ M　・　L　　（いずれか）

旬の鯛

春 秋 ～

10 ～3 月

伊勢えびの干物

秋

10 月頃

　
伊
勢
神
宮
の
神
様
に
お
供
え
す
る
神し

ん
せ
ん饌

（
神
様
の
食
事
）
の
代
表
格
は
鮑
。
こ
の
神
饌
の

「
熨の

し
あ
わ
び

斗
鰒
」
が
鳥
羽
の
干
す
文
化
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
土
地
柄
・
文
化
性
を
「
観
光
資
源
」

と
し
て
鳥
羽
を
訪
れ
る
か
た
が
た
に
提
供
し
よ
う
と
探
求
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
観
光
課
観
光
振
興
係　

 

25
１
１
５
７

鳥羽に泊まろう。
日本の祝い魚キャンペーン
神宮の神様にお供えする神饌の代表格「鮑」、長寿のシンボ
ル「伊勢えび」、めでたいにつながる「鯛」。
鳥羽ではこの 3 つを「日本の祝い魚」と名付け、日本の祝い
魚キャンペーンを実施します。

やります！
鳥羽の伊勢えび千匹干し
高級食材で縁起物として申し分のない伊勢えび。その伊
勢えびに鳥羽特有の干す文化を応用したのが「伊勢えび
の干物」。秋には千匹をずらりと並べ、見ても食べても楽
しめる、鳥羽ならではの贅沢な風景を作り出します。

撮影：加藤 昌人 

鳥  
羽

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始 
動
！
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鳥

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・き・・・・・り・・・・・と・・・・・り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
「
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
」
の
奉

祝
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
伊
勢
市
、
鳥

羽
市
、
志
摩
市
、
南
伊
勢
町
、
度
会

町
お
よ
び
玉
城
町
で
は
豪
華
地
元
賞

品
が
当
た
る
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
７
月
１
日

（月）

～
平
成
26
年
１
月
31
日

（金）

主
催　
伊
勢
志
摩
地
域
合
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
議
会
（
伊
勢
市
・
鳥
羽

市
・
志
摩
市
・
南
伊
勢
町
・
度
会

町
・
玉
城
町
）

応
募
方
法　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
、
応
募
ハ
ガ
キ
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
ま
た

は
郵
便
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
「
祝
・
御
遷
宮
ス
タ
ン
プ
」
を

３
個
以
上
集
め
て
応
募
ボ
ッ
ク
ス
に

投
函
ま
た
は
郵
送
に
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
抽
選
で
、
豪
華
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
当
選
者
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す

（
２
月
ご
ろ
を
予
定
）

賞
品　
「
伊
勢
志
摩
極
上
の
旅
」
２

泊
３
日　
ペ
ア
１
組
２
人
な
ど

　
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.gokujo-iseshima.com

カモメの散歩道水中ライトアップ「とばホタル」

三ツ島、浦神社ライトアップ（8 月ごろ）

第 58 回鳥羽みなとまつり

夏の鳥羽湾毎夜連続花火

城下町夜歩きツアー　
海賊の城、いざ出陣！

７月 19 日（金）
18：00 ～21：00
鳥羽マリンターミナル周辺
　約４０００発の花火が打ち上げ
られます。
　ご当地ソングの女王「水森かお
り」さんのミニステージや三田太
鼓、鳥羽九鬼水軍太鼓の演奏な
どが行われます。

 鳥羽みなとまつり実行委員会
　  25 １３７３

7 月 27 日（土）～ 8 月 31日（土）
点灯時間は 19：30 ～22：00
　水中ライトアップによって幻想的な雰囲気に包ま
れたカモメの散歩道をお楽しみください。毎週土曜
日には、とばホタルをバックにプロのカメラマンによ
る撮影があります。

 鳥羽商工会議所　  25 ２７５１

８月２日（金）～２８日（水）20：30 ～（５分間）
【  ２日（金） ・    ３日（土）は小浜湾】
【  ４日（日）～１０日（土）は佐田浜】
【１１日（日）～１５日（木）は安楽島湾】
【１６日（金）～２０日（火）は小浜湾】
【２１日（水）～２８日（水）は小浜連続花火】
　毎日約１００発の花火が打ち上げられます。

 鳥羽旅館組合　  25 ５０９６

７月・８月の月曜～木曜日
（8 月 13 日～15 日は盆休み）
① 17：00 ～18：30
② 19：30 ～21：00
　九鬼水軍の本拠地、鳥羽城跡と夜の城下町をご
案内します。道中、ふらりと街中のお店に立ち寄
り、自慢の一品をつまみ食い。普段は味わえない
夜の港町・鳥羽をお楽しみください。
参加費は１人 4,500 円。

 海島遊民くらぶ　  28 ０００１

7 月 29 日（月）～10 月 4 日（金）
答志島サンシャインビーチ周辺　
　会場周辺がライトアップされます。またライトアッ
プと民族楽器や打楽器を使った夏の海辺にピッタリ
な音楽のイベントを開催します。
　7 月 21日（日）、28 日（日）19：30 ～
　8 月 4 日（日）19：00 ～

 観光課観光振興係　  25 １１５７

　鳥羽湾に浮かぶ夜の三ツ島、生浦湾近くの浦神社
ご神体を、ライトアップによる幻想的な雰囲気をお楽
しみください。

 観光課観光振興係　  25 １１５７

ＷＡＫＵ ＷＡＫＵ night 答志島

７月 7 日（日）～1月中旬　19：00 ～22：00
鳥羽マリンターミナル周辺
　佐田浜駐車場横の歩道に「天の川」に見立てたイ
ルミネーションが登場します。鳥羽マリンターミナル
から鳥羽水族館までの海岸沿いで、さまざまなイル
ミネーションが楽しめます。７月７日（日）に点灯式
を開催し、会場周辺には市内保育所・幼稚園児たち
が願い事を書いた短冊の笹飾りを展示します。

 観光課観光振興係　  25 １１５７

イルミネーション「鳥羽、海辺のヒカリミチ」

要予約

―
伊
勢
志
摩
地
域
合
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
―

祝
・
御
遷
宮

“
極
上
の
伊
勢
志
摩
”

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

羽 の 夏
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所在　鳥羽市石鏡町字富山　　地 目　山林　　　　以上登記簿による表示
地番　１３２番２　　　　　　　地積　４０９㎡

見積価額　 　５８，０００円
公売保証金　 １０，０００円

【公売財産Ｆ－2】

　
市
で
は
、
入
札
に
よ
り
公
売
を
行
い
ま
す
。

公
売
財
産　
公
売
財
産
Ｆ

－

２
、
Ｆ

－

３
、
Ｆ

－

４
の
と
お
り

見
積
価
格
・
公
売
保
証
金　

公
売
財
産
Ｆ

－

２
、
Ｆ

－

３
、
Ｆ

－

４
の
と
お
り

公
売
方
法　
入
札
方
式
（
最
も
高
い
値
段
で
入

札
さ
れ
た
か
た
を
買
い
受
け
人
と
し
ま
す
）

と
こ
ろ　
市
民
文
化
会
館
３
階
・
中
会
議
室

 （
鳥
羽
市
鳥
羽
三
丁
目
８
番
３
号
）

と
き　
７
月
24
日

（水）

入
札　
午
前
10
時
10
分
～
10
時
40
分

開
札　
午
前
10
時
42
分

売
却
決
定　
７
月
31
日

（水）
午
前
10
時

買
受
代
金
納
付
期
限　
７
月
31
日

（水）
午
前
11
時

必
要
な
も
の　

◇
入
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
入
札
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
公
売
日
前
日
ま
で
に
税
務
課

ま
た
は
各
連
絡
所
で
、
入
札
書
と
公
売
の
説
明

書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

◇
公
売
に
関
す
る
説
明
を
入
札
当
日
の
午
前
10

時
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
午
前
10
時
ま
で

に
入
札
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
公
売
財
産
は
、
そ
の
現
況
な
ど
を
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
「
入
札
日

の
前
日
」
に
電
話
で
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
特
別
滞
納
整
理
係
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

不動産を公売します
市では、市税などの滞納処分のため差し押さえた財産（不動産）を公売します。
買い受けを希望されるかたは、ぜひ入札に参加してください。

公売のお知らせ

税務課特別滞納整理係　　 25 １１３６

 公売財産
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所在　鳥羽市浦村町字春尻　　地目　山林　　　　　以上登記簿による表示
地番　９８３番１０６　　　　　地積　１３，１９３㎡

所在　鳥羽市浦村町字白浜　　地目　山林　　　　　以上登記簿による表示
地番　１９１６番　　　　　　　地積　１，８４１㎡

見積価額　４７５，０００円
公売保証金　５０，０００円

見積価額　１３５，０００円
公売保証金　２０，０００円

【公売財産Ｆ－３】

【公売財産Ｆ－ 4】

 公売財産

 公売財産
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み
んなで鳥羽市の子どもの育ちを応援しましょう

　
核
家
族
化
や
地
域
社
会
と
の
関
係
の

希
薄
化
を
背
景
に
、
地
域
や
家
庭
に
お

け
る
養
育
機
能
が
低
下
し
、
育
児
不
安

や
負
担
感
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
孤
立
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
中
で
楽
し
い
子
育
て
が
で

き
る
環
境
が
大
切
で
す
。

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
・
み

ん
な
で
子
育
て
を
楽
し
め
る
鳥
羽
を
目

指
し
て
、
子
育
て
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
、
『
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・子育て支援センターや出張広場、サークルなど
の場で、子どもと一緒に遊んだり、見守りをする。
・特技を活かしたミニ講座の開催や、広場での
絵本の読み聞かせなど。

　地域における子育て支援に意欲のあるかた、
子育てに関する知識や経験をお持ちのかた。
※活動中はボランティア活動保険に加入していた
　だきます。（費用は市が負担します）
※報酬については、無償とさせていただきます。
※見学などもできます。

活動の内容

登録の条件

健康福祉課子育て支援センター　　　 25 ７２２５
　　　 25 ７２２１

健康福祉課地域包括支援センター　　 25１１８２

あなたも
子育て支援サポーター

になりませんか

み

ん
なで鳥羽市の子どもの育ちを

応援しましょう
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健康福祉課地域包括支援センター　　 25１１８２

　
高
齢
者
虐
待
と
は
、
高
齢
者（
65

歳
以
上
の
か
た
）
を
世
話
す
る
家

族
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
虐
待

と
養
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
虐
待
を
い
い
、
５

つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

介
護
の
つ
も
り
が
虐
待
の
場
合
も

あ
り
ま
す

　

介
護
を
し
て
い
る
つ
も
り
が
、

不
適
切
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
対
応
が

不
適
切
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
表
を
も
と
に
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
（
図
２
）
。

　

あ
て
は
ま
る
場
合
に
は
、
不
適

切
な
対
応
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
介
護
の
仕

方
に
つ
い
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
者
≠
悪
者
！！

　
虐
待
と
耳
に
す
る
と
、
虐
待
す
る

人
が
悪
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

介
護
は
毎
日
の
こ
と
で
介
護
者
に

は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
介
護
の
仕
方
や
認

知
症
へ
の
対
応
が
分
か
ら
な
い
こ

と
で
、
つ
い
手
を
上
げ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
し
て
い
る
人
が
悪
い
と

決
め
付
け
ず
、
介
護
方
法
が
分
か

ら
な
い
、
支
援
が
必
要
だ
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？？

　

通
報
し
た
か
た
の
情
報
は
外
部

に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
早
期
に
支
援
す
る
た
め
に
も
、

疑
い
が
あ
る
場
合
は
た
め
ら
わ
ず

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
見
守
ろ
う
！

　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
地
域
で

の
見
守
り
が
重
要
で
す
。

①
ま
ず
は
あ
い
さ
つ

　

日
常
生
活
で
の
声
か
け
が
地
域

か
ら
の
孤
立
を
防
ぎ
ま
す
。
「
お

は
よ
う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ

い
さ
つ
を
普
段
か
ら
行
い
、
交
流

を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

②「
ど
う
し
ま
し
た
か
」の
声
か
け

　

高
齢
者
や
介
護
し
て
い
る
人
が

い
つ
も
よ
り
元
気
が
な
い
場
合
は

声
を
か
け
る
こ
と
で
高
齢
者
や
家

族
の
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
し
、

普
段
か
ら
相
談
し
や
す
い
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
虐
待
か
な
？
を
見
逃
さ
な
い

　
虐
待
に
つ
な
が
る
小
さ
な
サ
イ
ン

は
外
か
ら
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
少

し
変
わ
っ
た
様
子
を
「
大
し
た
こ

と
な
い
だ
ろ
う
」
と
自
己
判
断
せ

ず
に
、
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□良いことと、悪いことを分かってもらう
　ために、たたくなどしてしつける
□忙しくて、入浴や身体を拭くなどの世話は
　めったにできない
□おもらししないよう、水分は控えめにし
　ている
□仕事などが大変で、空腹状態を長時間が
　まんしてもらうことがある
□経済的な理由もあり、通院・介護サービ
　スの利用などは控えている
□子ども扱いするなど侮辱してしまうことが
　ある
□日常生活に必要なお金を渡していない
□年金手帳、預金通帳などを管理し、本人
　に無断で使うことがある
□認知症のため徘徊するので、部屋に閉じ
　こめている
□排泄の失敗を嘲笑したり、人前で話すこ
　とがある

図 1図 2

ネグレクト
（介護・世話の放棄、放任）

　

心理的虐待
・意図的に無視をする
・怒鳴る、ののしる、悪                   
　口をいう、子ども扱い
　をする

性的虐待
・キスやセックスの強要
・懲罰的に下半身を裸に
　して放置する

経済的虐待

身体的虐待
・たたく、殴る、蹴る
　などの暴力を加える
・ベッドなどに縛りつ
　ける高齢者

虐待

・入浴させない、食事を
　与えない
・介護サービスなどを
　使わせない

・日常生活に必要な金銭
　を渡さない、使わせない
・年金や預貯金を本人の
　意思・利益に反して
　使用する

みんなの見守りで
高齢者虐待を防ごう
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　現在、鳥羽志勢広域連合は、ごみ処理施設を志摩市磯部町山田地区に建設しています。来年４月から鳥羽市・
志摩市で発生する一般廃棄物（ごみ）の処理は、この施設で行われます。今月号からごみの分別方法や施設の
利用方法などを順次お知らせします。
　今回は新しいごみ処理施設の概要を紹介します。

環境課資源リサイクル係　  25１１４９

完成イメージ

施 設 概 要
■建設場所　
　志摩市磯部町山田８００番地ほか
■構成施設
　①高効率ごみ発電施設　
　　処理方式　　シャフト式ガス化溶融方式
　　施設規模　　95ｔ/24ｈ（47.5ｔ/24ｈ× 2 炉）
　②リサイクルセンター　
　　処理方式　　破砕・選別・圧縮・梱包・減容・貯留
　　施設規模　　47ｔ/5ｈ
■処理対象物
　①可燃ごみ　②不燃・粗大ごみ　③その他プラスチック製容器包装　④ペットボトル　
　⑤ビン　⑥缶　⑦紙（新聞紙・飲料用紙パック・段ボール・本雑誌）⑧雑紙
　⑨白色トレイ・発泡スチロール　⑩廃蛍光管・乾電池
　※①、②は高効率ごみ発電施設で処理し、③～⑨の資源ごみは、リサイクルセンターで選別などの
　　作業を行い、搬出先の再生工場でリサイクル製品を作る原料などに生まれ変わります。

●高効率ごみ発電施設とは・・ごみ焼却時に発生する熱を利用して発電します。
　				     発生した電力は施設で使用し、余剰電力は売電します。

施設建設地

近鉄志摩磯部駅

平成２６年４月からごみの処理が
新しい施設で行われます Vol．１
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●
保
険
料
額
の
通
知

　

７
月
中
旬
ご
ろ
、
被
保
険
者
一

人
一
人
に
保
険
料
額
と
納
付
方
法

を
通
知
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

定
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
そ
の
か
た
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
軽
減
措
置

【
均
等
割
の
軽
減
】

　
基
準
日
（
※
1
）
に
お
け
る
同
一

世
帯
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
に

つ
い
て
、
前
年
中
の
総
所
得
金
額
な

ど
（
※
2
）
の
合
計
が
一
定
金
額
以

下
で
あ
る
場
合
、
下
の
表
の
と
お
り

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
1　

４
月
１
日
（
４
月
２
日
以

降
に
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
資

格
取
得
日
）
時
点
で
の
世
帯
状
況

に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

※
2　
前
年
12
月
末
日
の
年
齢
が
65

歳
以
上
の
か
た
の
年
金
所
得
は
、

通
常
の
公
的
年
金
控
除
以
外
に

15
万
円
を
控
除
し
計
算
し
ま
す
。

【
所
得
割
額
の
軽
減
】

　

総
所
得
金
額
な
ど
か
ら
、
33
万

円
を
差
し
引
い
た
額
が
58
万
円
以

下
の
場
合
、
所
得
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
（
※
3
）
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
か
た
の
軽
減
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
か
た
は
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
3　

協
会
け
ん
ぽ
や
企
業
の
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の
共

済
組
合
な
ど
の
こ
と
を
い
い
、
国
民

健
康
保
険
組
合
お
よ
び
市
町
の
国
民

健
康
保
険
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
納
付
方
法

【
特
別
徴
収
】

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
原
則
の
納
付
方
法

【
普
通
徴
収
】

　

年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年

金
額
が
年
18
万
円
未
満
の
か
た
、

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
か
た
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
被
保
険
者
と
な

ら
れ
た
か
た
、
転
入
・
転
出
な
ど

を
さ
れ
た
か
た
は
、
特
別
徴
収
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
の
一
定
期
間
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

　

災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
生
活

困
窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著

し
く
困
難
な
か
た
（
お
お
む
ね
生

活
保
護
基
準
に
準
ず
る
程
度
の
場

合
）
は
、
申
請
を
行
う
こ
と
で
保

険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更
新

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
若

草
色
）
は
、
有
効
期
限
が
平
成
25

年
７
月
31
日

（水）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証 

（
ピ

ン
ク
色
）
は
、
７
月
下
旬
に
三
重

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
ご
自
宅
へ
簡
易
書
留
に
て
郵
送

さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
８
月
１
日

（木）
以
降
は
ピ
ン
ク
色
の
被
保
険
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新

　

同
一
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
場
合
、
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
認
定
証

は
、
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
入
院
の
際
の
食
事
代

な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
は
、

有
効
期
限
が
平
成
25
年
７
月
31
日

（水）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら

の
認
定
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
市
民
課
保
険
年
金
係
ま
た

は
各
連
絡
所
に
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
古
い
保
険
証
な
ど
は
、
８
月
以

降
に
市
民
課
ま
た
は
各
連
絡
所
へ

返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
通
知
に
同
封
の

ご
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市

民
課
保
険
年
金
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

同一世帯の被保険者および世帯主の
総所得金額などの合計 軽減割合 軽減後の額

（年額）

３３万円以下であって被保険者全員の
年金収入が８０万円以下（その他各種所得がない） ９割 ３，９１２円

３３万円以下 ８. ５割 ５，８６８円

３３万円＋世帯主を除く被保険者数×２４．５万円以下 ５割 １９，５６０円

３３万円＋被保険者数×３５万円以下 ２割 ３１，２９６円

上記以外 なし ３９，１２０円

保険料額（年額）〔限度額５５万円〕
　　　 　　　

均等割額〔３９，１２０円〕
＋

所得割額
〔（平成２４年中の総所得金額など

　　－基礎控除額　３３万円）
　　　×所得割率　７．５５％〕

後期高齢者医療制度のお知らせ
　後期高齢者医療制度の対象者（被保険者）のみなさんに平成２５年度の保険料額の通知と８月からの保険証を
送付します。お手元に届きましたら、内容を確認してください。
　ここでは、保険料と保険証の概要についてお知らせします。

　市民課保険年金係　  25１１４８
　後期高齢者医療広域連合　 ０５９－２２１－６８８３
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納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
が
省
け
、

                            

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

税
務
課
管
理
収
納
係　

 
25

1
1
3
2　

特
別
滞
納
整
理
係　

 

25

1
1
3
6

納
税
は
安
心
で
便
利
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す

7月は軽自動車税徴収強化月間

　

市
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
１
か
月
間

を
「
軽
自
動
車
税
徴
収
強
化
月
間
」
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
納
付
が
ま
だ
の

か
た
に
は
督
促
状
を
発
送
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

併
せ
て
電
話
や
文
書
な
ど
で
納
税
の
催

告
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
車
両
が
な
い
と
き

は
廃
車
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
軽

自
動
車
の
種
類
を
確
認
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
受
付
場
所
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

０
５
９
ー
２
３
４
ー
８
４
３
１

◎
250
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
運
輸
支
局

０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
５
５

◎
125
㏄
を
越
え
250
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

０
５
９
ー
２
３
４
ー
８
６
１
１

◎
125
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

税
務
課
ま
た
は
市
内
各
連
絡
所

 

25

1
1
3
4

税務課管理収納係　  25 １１３２

軽自動車税の納め忘れはありませんか？ 納期限は５月31日です。

 

口
座
振
替
の
開
始
時
期

　

原
則
と
し
て
、
市
税
口
座
振
替

依
頼
書
が
提
出
さ
れ
た
翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
手

続
き
が
完
了
す
る
ま
で
１
か
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も

っ
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
で
き
な       

　
い
場
合

　
各
税
目
の
納
期
限
に
残
高
不
足

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
口
座
か
ら

振
替
で
き
な
い
場
合
、
再
度
の
振

替
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
納
期
限
か
ら
約

20
日
後
に
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
の
前
日
ま
で
に
、
口

座
の
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

口
座
振
替
と
は

　
口
座
振
替
と
は
、
納
期
限
の
日

に
あ
な
た
の
指
定
の
預
貯
金
口
座

か
ら
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
納
税
す
る
制
度
で
す
。
一
度
申

し
込
む
と
、
毎
年
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
口

座
名
義
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
再
度
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

利
用
で
き
る
税

●
個
人
の
市
・
県
民
税
（
普
通
徴

　
収
分
）

●
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画

　
税

●
軽
自
動
車
税

●
国
民
健
康
保
険
税

 

利
用
で
き
る
金
融
機
関

●
百
五
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店

●
第
三
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店

●
中
京
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店

●
三
重
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店

●
三
重
信
用
金
庫
本
店
お
よ
び
各

　
支
店

●
東
海
労
働
金
庫
本
店
お
よ
び
各

　
支
店

●
鳥
羽
志
摩
農
業
協
同
組
合
鳥
羽

　
支
店

●
三
重
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

　
合
会
伊
勢
鳥
羽
支
店

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

 

申
し
込
み
手
続
き

　
あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る

取
扱
金
融
機
関
で
、
次
の
も
の
を

持
参
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
納
税
通
知
書

●
市
税
口
座
振
替
依
頼
書
（
市
内

　
金
融
機
関
、
市
税
務
課
、
各
連

　
絡
所
の
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま

　
す
）

●
預
貯
金
通
帳

●
印
鑑
（
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
） 
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1日号
まちの話題

長
尾
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
響
き
わ
た
る

　6月8日、鳥羽商工会議所で旧広野家住
宅の修復を記念したコンサートが行われ
ました。
　平成16年に市に寄贈された旧広野家住
宅は、平成22年から24年の修復工事を
経て、５月から「鳥羽大庄屋かどや」と
して生まれ変わりました。その旧広野家
住宅の内蔵で、平成12年に見つかった長
尾オルガンは国産最古の手作りのベビー
オルガンで日本に4台しかない貴重なも
のです。コンサート会場では、空気を振
動させて鳴るオルガンが明治時代を懐か
しむような音色を響かせていました。

　菅島町ではサメのたれや伊勢えびの
干物などの商品開発を行い、広くPRし
ていくため、町内会が菅島灯台と海女を
モチーフにしたキャラクターを考案しま
した。そのキャラクターの名前を市立菅
島小学校の児童から募集したところ、一
年生の小寺南帆さんの「すがちゃん」と
いう愛称が採用され、6月13日、同小学
校で表彰式が行われました。

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
す
が
ち
ゃ
ん
」
誕
生

　6月６日、「真珠議会」と銘打った定
例市議会が開会しました。
　開会セレモニーでは、「島っ子ガイ
ド」を行っている市立菅島小学校５・６
年生が、菅島灯台やしろんご祭りなど
を写真やイラストを使って紹介しまし
た。また、11月に菅島で行われる「山
の神」の祭りで、子どもたちが太鼓をた
たきながら家を回る様子を再現し、「ふ
い・くい・せー」の掛け声で、議場を盛
り上げました。

真
珠
議
会
が
開
会

盲
導
犬
に
つ
い
て
学
ぶ

　６月５日、県立鳥羽高校で「盲導犬
の生活から学ぼう」をテーマに、実生
活で盲導犬と暮らしている木村靖子さ
んとパートナーのメモリーを迎え、体
験授業が行われました。
　生徒たちは、この授業を通して盲導
犬との生活などについて学び、また、
実際に階段や点字ブロックで木村さん
を安全に誘導しているメモリーの姿に
感心していました。
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木
田
市
長
の

〜
真
珠
の
よ
う
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

　
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
イ
ン
パ
ク

ト
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
普
段
４
０
０
人
程
の
神
島
の
人

口
が
２
，
０
０
０
人
近
く
に
ふ
く

れ
上
が
り
ま
し
た
。
島
民
の
中
に

は
、
神
島
が
少
し
沈
ん
だ
と
表
現

す
る
人
も
い
る
ほ
ど
で
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
の
数
も
１９
社
、
５０
人
と
い

う
こ
と
で
、
興
味
深
い
こ
と
に
は

自
然
に
人
は
集
ま
る
も
の
で
す
。

　
以
前
か
ら
「
吉
永
小
百
合
さ
ん

が
神
島
へ
も
う
一
度
来
て
く
れ
た

ら
な
あ
…
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
声
に
影
響
さ
れ
、
昨
年
の

５
月
に
知
事
の
す
ご
い
や
ん
か
ト

ー
ク
が
神
島
で
開
か
れ
た
際
、
始

ま
る
前
に
知
事
に
言
い
ま
し
た
。

「
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
、
監
的
哨

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
潮
騒
公
園
の

完
成
に
合
わ
せ
て
来
て
い
た
だ
け

る
と
い
い
の
で
す
が
ね
え
」
。
そ

の
後
、
島
民
の
皆
さ
ん
を
前
に
し

て
、
突
然
知
事
は
「
来
年
、
吉
永

さ
ん
を
神
島
へ
呼
ぶ
交
渉
を
し
ま

す
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
知
事

の
決
断
力
と
歯
切
れ
の
良
さ
に
は

感
服
で
し
た
。
以
来
一
年
間
、
県

の
東
京
事
務
所
の
人
達
や
、
三
重

県
出
身
の
東
京
在
住
の
人
達
が
本

当
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
吉

永
さ
ん
は
行
政
か
ら
呼
ば
れ
た
く

ら
い
で
は
、
ほ
と
ん
ど
招
待
に
応

ず
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。
関

係
者
の
方
々
の
大
変
な
努
力
と
、

吉
永
さ
ん
に
伝
わ
っ
た
神
島
島
民

の
熱
き
想
い
が
、
今
回
の
来
訪
に

結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
の
人
気
で
、
フ
ァ
ン
が

彼
女
に
殺
到
し
ま
す
の
で
、
ケ
ガ

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
ガ
ー
ド
も
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

サ
イ
ン
が
欲
し
い
人
、
握
手
を
し

た
い
人
も
な
か
な
か
思
う
に
ま
か

せ
ず
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
近
鉄
で
鳥
羽
へ
到
着
さ
れ

た
時
と
帰
ら
れ
る
時
の
二
回
、
握

手
を
し
ま
し
た
。
多
く
の
サ
ユ
リ

ス
ト
達
か
ら
「
感
触
は
ど
う
や
っ

た
？
」
と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま

し
た
。

　
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
印
象
は
、

名
前
が
と
て
も
マ
ッ
チ
し
た
方
だ

な
あ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
若
く

て
、
き
れ
い
、
年
を
感
じ
さ
せ
な

い
と
い
う
こ
と
を
誰
も
が
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
「
私
は
あ
ま
り
過

去
の
こ
と
を
振
り
返
る
の
は
好
き

で
は
な
い
。
前
に
向
か
っ
て
進
ん

で
ゆ
か
な
け
れ
ば
…
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い

て
、
彼
女
に
は
あ
ま
り
過
去
は
な

い
、
だ
か
ら
若
さ
を
保
っ
て
い
る

の
か
な
と
思
え
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
多
く
の
人
々
に
感
動
と
満
足
を

与
え
、
「
ま
た
来
ま
す
」
と
言
っ

て
く
れ
た
吉
永
小
百
合
さ
ん
。
さ

わ
や
か
な
印
象
が
残
り
ま
し
た
。

Vol.126

こ
と
ば
の
力

　
成
功
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
が
、

自
分
を
高
め
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
「
自
分
で
自
分
を
洗
脳
す
る
」 

と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
切
な
試
合
の
直
前

に
「
私
は
絶
対
に
成
功
す
る
」
と

言
葉
を
発
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を

高
め
、
結
果
、
成
功
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
「
言こ

と

霊だ
ま
」
と
い
っ
て
、
口
か
ら
声
に
出

し
た
言
葉
が
現
実
の
事
象
に
対
し

て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
、
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る

の
か
ど
う
か
は
、
科
学
的
な
根
拠

も
な
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
だ
れ

に
で
も
一
つ
く
ら
い
は
、
「
あ
の

時
あ
の
人
に
言
わ
れ
た
言
葉
が
忘

れ
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な

経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

自
分
が
何
気
な
く
発
し
た
言
葉

で
も
、
受
け
取
る
側
に
は
時
と
し

て
安
ら
ぎ
に
も
な
り
、
ま
た
、
使

う
言
葉
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
人
の

心
を
深
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
凶
器

に
も
な
り
得
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
だ
れ
か
を
傷
つ
け
る
言

葉
を
発
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

常
に
受
け
取
る
側
の
気
持
ち
を

考
え
な
が
ら
会
話
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
願
わ
く
は
、
自

分
の
口
か
ら
発
す
る
言
葉
は
、
人

を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
安

ら
ぎ
、
癒
し
、
力
づ
け
る
も
の
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

「
自
分
の
口
か
ら
出
て
く
る
言

葉
は
常
に
人
を
安
ら
げ
る
も
の
で

あ
り
た
い
。
人
を
力
づ
け
る
も
の

で
あ
り
た
い
。
人
を
励
ま
す
も
の

で
あ
り
た
い
。
人
を
明
る
い
気
持

ち
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
た
い
。

　

自
分
の
口
か
ら
出
て
く
る
言
葉

は
常
に
贈
り
物
で
あ
り
た
い
。
人

を
勇
気
づ
け
る
贈
り
物
で
あ
り
た

い
。
（
良
寛
和
尚
）
」

Vol.90

吉
永
小
百
合
さ
ん
、
神
島
へ
帰
る
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「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

  

と
い
う
教
え

　
５
月
28
日
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
対
策
の
最
終
報
告
を
内
閣

府
が
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
津
波
対
策
と
し
て
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
迅
速
に
避

難
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
波
か
ら
の
避
難
の
方
法
と
し

て
、
東
北
地
方
で
は
、
「
津
波
て

ん
で
ん
こ
」
と
い
う
教
訓
が
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
て

ん
で
ば
ら
ば
ら
に
、
人
に
構
わ
ず

必
死
で
逃
げ
ろ
」
と
い
う
教
え

で
す
。
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
こ
と
が
目
的
で
す

が
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、

「
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
で
避
難
し
て

い
る
と
信
じ
合
え
て
い
れ
ば
、
い

ざ
と
い
う
時
に
そ
れ
ぞ
れ
が
率
先

し
た
避
難
を
行
う
こ
と
に
専
念
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
際
に
は
、
子
ど
も
や
親
を
探

し
に
家
に
戻
り
、
そ
の
間
に
津
波

の
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
大
切
な
人
が
自

分
と
は
別
の
場
所
に
い
て
も
、
て

ん
で
ば
ら
ば
ら
に
避
難
し
て
い
る

の
だ
と
信
じ
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

  

家
族
会
議
を
開
こ
う
！

　
家
族
が
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
避

難
し
て
い
る
と
信
じ
て
、
自
分
も

避
難
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き

に
、
自
分
は
ど
う
い
う
行
動
を
と

る
の
か
を
家
族
で
話
し
合
う
こ
と

が
有
効
で
す
。
家
に
い
る
と
き
、

学
校
や
職
場
に
い
る
と
き
、
登
下

校
中
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
わ
り
ま

し
ょ
う
。

・
承
諾
し
て
い
な
い
の
に
商
品
を

送
り
付
け
ら
れ
た
と
き
は
、
代
金

支
払
い
義
務
は
な
く
、
受
け
取
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
頼
ん
だ

覚
え
の
な
い
宅
配
便
は
受
け
取
り

拒
否
し
て
返
送
し
て
も
ら
う
）

・
断
わ
り
き
れ
ず
に
承
諾
し
、
商

品
が
届
い
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
特
定
商
取
引
法
で
、
１４
日
間
（
商

品
の
引
き
取
り
を
業
者
に
申
し
出

た
場
合
は
７
日
間
）
を
過
ぎ
れ
ば

消
費
者
は
商
品
を
自
由
に
処
分
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
事
業

者
が
事
業
で
使
用
す
る
商
品
を
受

け
取
っ
た
場
合
を
除
く
）

・
商
品
が
代
金
引
換
で
送
ら
れ
て

き
て
、
家
族
が
そ
の
場
で
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
一
旦
お
金
を
支
払
っ
て

し
ま
う
と
、
取
引
成
立
と
み
な
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
代
金
引

換
配
達
の
場
合
は
、
本
人
が
本
当

に
注
文
し
た
か
確
か
め
て
か
ら
受

け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
相

談
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
注
文
を

受
け
た
商
品
が
準
備
で
き
た
の
で

代
金
引
換
配
達
で
送
り
ま
す
」
と

電
話
が
あ
り
、
「
申
し
込
ん
だ
覚

え
が
な
い
」
と
断
わ
っ
て
も
「
注

文
を
受
け
た
時
の
録
音
も
あ
る
」

「
特
注
品
な
の
で
断
れ
な
い
」
な

ど
と
強
引
な
口
調
で
言
わ
れ
商
品

を
送
り
付
け
ら
れ
た
り
、
突
然
頼

ん
で
も
い
な
い
も
の
が
送
り
付
け

ら
れ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
全
国

的
に
増
加
し
、
市
内
で
も
、
相
談

が
続
け
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
商
品
と
共
に
現
金
書
留

封
筒
や
振
替
用
紙
を
同
封
し
て
送

り
付
け
、
代
金
の
郵
送
や
振
込
み

を
指
示
す
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

 　　
【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
一
方
的
に
「
商
品
を
送
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
も
、
身
に
覚
え
が

vol.2vol.2

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！

 
防
災
力
Ｕ
Ｐ
！
鳥
羽

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

 

25

1
1
1
8

け
る
津
波
避
難
場
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
避
難

す
る
た
め
に
は
ど
の
避
難
ル
ー
ト

が
最
善
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
実

際
に
歩
い
て
み
て
考
え
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
家

族
会
議
を
開
い
て
あ
ら
か
じ
め
話

し
合
っ
て
お
く
こ
と
で
、
だ
れ
が

ど
こ
に
避
難
し
て
い
る
の
か
を
把

握
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
避
難
を

し
て
い
る
と
信
じ
て
、
自
ら
の
避

難
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
実
践

す
る
こ
と
は
、
自
分
で
自
分
の
命

を
守
る
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
呼
び
か
け
な
が
ら
逃
げ

れ
ば
地
域
の
人
を
救
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
家
族
と
の
事
前

の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
相
互
に

信
頼
し
て
避
難
を
し
、
互
い
の

命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

 

一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
取
り
組

み
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
自

助
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！

消費者トラブルに
ご用心！
消費生活相談

開催日時：月・水・金
　　      午前9時～午後4時
場   所：市民文化会館3階
農水商工課商工労政係
鳥羽市消費生活相談室

25

25

 １１５６
 １２４１

vol.9

相
談
事
例

15 広報とば



KIDSPHOTOGRAPH

満
1
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ
ん
の
写

真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
可
）
に
20
文
字
以

内
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、
広
報
情
報

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

koho@
city.toba.m

ie.jp

木田　楠
くす

陽
ひ

呂
ろ

 ちゃん

宮本　到
とう

真
ま

ちゃん

中村　明
あ す か

日香 ちゃん

宮本　廉
れん

大
た

ちゃん

中村　羽
は く

玖 ちゃん

小池　朔
さ く た ろ う

太郎 ちゃん

平成 24 年 6 月 6 日生まれ（河内町）

平成 24 年 6 月２０日生まれ（安楽島町）

平成24年3月31日生まれ（堅神町）

平成 24 年 3 月 1 日生まれ（安楽島町）

平成24年5月31日生まれ（大明東町）

平成24年5月22日生まれ（安楽島町）

マイペースな性格。
のびのび育ってね！

食いしん坊の息子ｸﾝ♡
大きく育ってね !!

勇心兄とりみ姉に毎日鍛えられ
元気いっぱい

れんたいっぱい食べて
大きくなってね♡

私の本当の名は
ニギハヤミコハクヌシだ☆

三輪車でお散歩大好き
リンリンもならすよ～

絵
画

　
◆
野
村
　
昭
輝
　
選

大松　洋子（堅神町）
（31.8㎝× 40.9㎝　油彩）

漆山　順三（池上町）
（36.0㎝× 45.5㎝　水彩）

　大松さんは身近にあるものや風景を描いた
作品が２００点を越えました。派手なものよ
り奥に深味のある作品が多く、この作品から
も野菜でありながら気品の高さを感じます。
描きたいものを描きたいように描けるまでに
は、やはり継続が力になったように思います。

　現場で描く漆山さんの目はカメラでは捕えら
れない色をも捕えます。風景画には欠かせない
遠近法が生かされたデッサンも正確で写真以上
の表現は人をびっくりさせます。沢山描いて、
引き続きびっくりさせて下さい。
　絵は妙慶川界隈の写生会の時の作品です。
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7 月1 日～

暮らしの情報

広報とばに掲載された写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務課広報情報係まで。

まちで見かけた

元気な子お   
知   
ら   

せ

暮らしの情報　toba information

人
権
擁
護
委
員
を
選
任

市
民
課
人
権
・
生
活
係

 

25 

１
１
２
６

　
平
成
25
年
７
月
１
日
付
け
で
、
人
権
擁

護
委
員
に
濱
田
博
文
さ
ん
（
浦
村
町
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
会
に
お
い
て
、
人
権
擁

護
施
策
に
お
け
る
重
要
事
項
の
決
定
や
人

権
啓
発
活
動
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
～�

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

健
康
福
祉
課
生
活
支
援
係

 　
１
１
８
１

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
全
国

的
に
運
動
が
行
わ
れ
、
期
間
中
に
は
こ
れ

ら
の
活
動
資
金
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
る

「
愛
の
資
金
」
の
募
金
活
動
も
行
わ
れ
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

小
中
学
生
作
品
展

と
き　
７
月
25
日

（木）
～
31
日

（水）

と
こ
ろ　
鳥
羽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ハ
ロ
ー

大
地
震
に
備
え
て
住
ま
い

の
耐
震
化
を

建
設
課
建
設
係

 

25 

１
１
７
２

　

市
で
は
、
住
ま
い
の
安
全
確
保
の
た

め
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
補
強
工
事
に
か
か
る
費
用
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
３
階
建
以
下
の

木
造
住
宅
で
す
。

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
が
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
要
件

で
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
プ
レ
ハ
ブ
工
法
な
ど

は
、
対
象
外
で
す
。

※
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
所

有
者
、
共
同
住
宅
な
ど
の
場
合
は
居
住
者

全
員
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

診
断
内
容　
間
取
の
確
認
、
床
下
・
天
井

裏
な
ど
の
現
地
調
査
（
２
時
間
程
度
）

診
断
料　
無
料

申
込
時
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の　
印
鑑

申
込
期
間　
随
時

木
造
住
宅
耐
震
補
強
設
計
事
業
補
助

　
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
市
ま
た
は
民
間

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
評
点

が
１
．
０
未
満
で
あ
っ
た
住
宅
で
す
。
補

助
対
象
は
、
耐
震
補
強
後
の
評
点
を
１
．

０
以
上
に
す
る
補
強
計
画
の
作
成
で
す
。

補
助
金
額　
耐
震
補
強
設
計
作
成
な
ど
に

係
る
費
用
の
３
分
の
２
（
限
度
額
16
万

円
）

木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業
補
助

　
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
市
ま
た
は
民
間

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
評
点

が
０
．
７
未
満
で
あ
っ
た
住
宅
で
す
。

補
強
工
事　
補
助
対
象
は
、
耐
震
補
強
後

の
評
点
を
１
．
０
以
上
に
す
る
工
事
で

す
。

補
助
金
額　
耐
震
補
強
工
事
に
係
る
費
用

の
３
分
の
２
（
限
度
額
60
万
円
）

※
別
途
、
国
の
補
助
金
も
加
算
さ
れ
ま

す
。
（
補
強
工
事
費
の
11
．
５
％
に
15
万

円
を
加
算
し
た
額
で
限
度
額
は
55
万
円
）

※
補
強
工
事
と
同
時
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
う
際
、
工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の

１
（
限
度
額
20
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま

す
。

簡
易
補
強
工
事　
補
助
対
象
は
、
耐
震
補

強
後
の
評
点
を
０
．
７
以
上
１
．
０
未
満

に
す
る
工
事
で
す
。

補
助
金
額　
耐
震
補
強
工
事
に
係
る
費
用

の
３
分
の
２
（
限
度
額
30
万
円
）

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

申
先
・
問
合
せ
先　
建
設
課
建
設
係

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う

か
も
め
バ
ス
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ

ナ
ル
停
留
所
の
停
車
休
止

市
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局

（
定
期
船
課
管
理
係
内
）

 　
４
７
７
６

　
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
よ
り
、
午
後
６
時
以
降
か
も
め
バ

ス
は
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
停
留
所
に

は
停
車
し
ま
せ
ん
。
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
ご
用
の
か
た
は
鳥
羽
駅
停
留
所
や

鳥
羽
バ
ス
セ
ン
タ
ー
停
留
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き　
７
月
19
日

（金）
午
後
６
時
以
降

対
象　
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
停
留
所

25

25
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暮らしの情報　toba information

information
7 月1 日～

鳥
獣
害
対
策
を
支
援
し
ま
す

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25 

１
２
３
１

　

市
で
は
、
農
業
者
を
対
象
に
鳥
獣
被
害

対
策
に
必
要
な
資
材
購
入
費
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

内
の
農
地
を
耕
作
す
る
た
め
、
防
護
柵
な

ど
を
設
置
す
る
も
の

補
助
割
合　

資
材
購
入
費
（
電
気
柵
・

メ
ッ
シ
ュ
・
ト
タ
ン
・
網
な
ど
）
の
２
分

の
１
ま
た
は
５
万
円
の
い
ず
れ
か
の
少
な

い
額

募
集
戸
数　
40
戸
程
度
（
申
請
順
に
交
付
決

定
を
行
い
、
予
算
範
囲
内
で
採
択
し
ま
す
）

申
込
方
法　
農
水
商
工
課
ま
た
は
各
連
絡

所
に
あ
る
所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
位
置
図
・
見
積

書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
羽
駅
西
駐
車
場

　
　

佐
田
浜
駐
車
場
管
理
事
務
所

 

25 

４
８
３
４

　

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
い
鳥

羽
駅
西
駐
車
場
は
、
７
月
19
日

（金）
の
終
日

「
月
極
契
約
車
・
前
売
駐
車
券　
専
用
」

と
な
り
一
般
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
前
売
駐
車
券
は
７
月
１
日

（月）
か
ら
１
台

あ
た
り
１
，
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

販
売
数　
先
着
１
０
０
台
程
度

保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
に

な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
か
た
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申

請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
の
か
た
で
本
人
の
前
年
所
得
（
１

月
～
３
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
離
職
者
な
ど
の
か
た
は
、
所
得
に
関

係
な
く
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
、

保
険
料
免
除
の
期
間
は
、
申
請
し
た
年

度
の
７
月
か
ら
翌
年
度
の
６
月
ま
で
で

す
。
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、
申
請

し
た
年
度
の
４
月
～
翌
年
３
月
ま
で
で

す
。

　

下
の
表
の
よ
う
に
、
保
険
料
の
免
除

が
認
め
ら
れ
る
と
、
一
定
の
割
合
で
将

来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

免
除
期
間
は
、
納
付
し
た
期
間
と
同
様

に
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
、
一
部
免
除

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
を
後
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
年
を
過
ぎ

る
と
加
算
額
が
つ
き
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き

は
①
～
③
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
学生納付特例 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に参入さ
れるか？）

○
されます

○
されます

△
されます

○
されます

×
されません

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間に算
入されるか？

○
されます

○
されます

△
されます

○
されます

×
されません

年金額に反映され
るか？

○
されます

○
※ 2 分の 1 が反

映されます

△
※ 2 分の 1 と一
部免除保険料分
が反映されます

×
されません

×
されません

保険料免除等と年金給付の関係

※平成 21 年 3 月までは、3 分の 1 が年金額に反映されます。

vol.1

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

市民課保険年金係
 25１１４８

伊勢年金事務所
 ０５９６

27３６０４

こ　

く　　
み　

ん　　
ね　

ん　
　

き　

ん
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連載コラム　健康づくり

暮らしの情報　toba information

information
7 月1 日～

７
月
８
日
よ
り
外
国
人
住
民
の
か
た

に
も
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す

市
民
課
戸
籍
係

 

25 

１
１
２
７

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
と
は
、
全
国
の
自
治

体
を
専
用
回
線
で
結
び
、 

氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
住
所
の
４
つ
の
本
人
確
認

情
報
に
加
え
、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら

の
変
更
情
報
を
全
国
ど
こ
で
も
利
用
可
能

に
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
外
国

人
の
か
た
も
加
わ
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う

に
外
国
人
住
民
の
か
た
の
負
担
の
軽
減
と

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

①
申
請
を
行
え
ば
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

②
鳥
羽
市
以
外
の
市
区
町
村
で
も
住
民

票
の
写
し
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

（
一
部
記
載
省
略
の
も
の
に
限
る
）

③
年
金
の
現
況
確
認
の
際
な
ど
、
一
部
の

行
政
機
関
で
住
民
票
の
写
し
の
提
出
の
省

略
が
可
能
と
な
る

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書

を
格
納
す
る
こ
と
で
、
電
子
証
明
書
に
よ

る
本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
行
政
手
続
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
る

　

鳥
羽
市
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
住
民

の
か
た
に
は
７
月
10
日

（水）
ご
ろ
に
住
民
票

コ
ー
ド(

※)

を
記
載
し
た
『
住
民
票
コ
ー

ド
通
知
票
』
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
氏

名
や
生
年
月
日
な
ど
に
誤
り
が
な
い
か
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
お
手
持
ち
の
特
別

永
住
者
証
明
書
や
在
留
カ
ー
ド
、
外
国
人

登
録
書
と
異
な
る
点
が
あ
れ
ば
市
民
課
戸

籍
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
問

題
が
な
け
れ
ば
手
続
は
不
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
コ
ー
ド
と
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に

お
い
て
本
人
確
認
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行

う
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
11
桁

の
番
号
で
す
。

夏
休
み
親
子
映
画
会

公
益
社
団
法
人
伊
勢
法
人
会　
女
性
部
会

 
０
５
９
６ 　
５
６
６
５

　

世
界
中
が
涙
し
た
短
編
詩
「
犬
の
10

戒
」
か
ら
生
ま
れ
た
、
犬
の
ソ
ッ
ク
ス
と

少
女
の
絆
を
描
く
感
動
作
「
犬
と
私
の
10

の
約
束
」
が
上
映
さ
れ
ま
す
。

と
き　
８
月
２
日

（金）

と
こ
ろ　
志
摩
市
阿
児
ア
リ
ー
ナ

と
き　
８
月
６
日

（火）

と
こ
ろ　
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

内
容　
第
１
部　
租
税
教
育
「
税
金
に
つ

い
て
」

第
２
部　
映
画
「
犬
と
私
の
10
の
約
束
」

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

入
場
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

　
く
わ
し
く
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催

に
伴
う
市
営
定
期
船
荷
物

取
り
扱
い
業
務
の
休
止

定
期
船
課
管
理
係

 

25 

４
７
７
６

　
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
よ
り
、
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
の
荷
物
の
受
け
付
け
は
午
後
６
時
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
７
月
19
日

（金）
午
後
６
時
以
降

対
象　
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
荷

物
取
り
扱
い
業
務
全
般

市
道
岩
崎
中
之
郷
線
の

車
両
通
行
規
制

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
建
設
課
管
理
係
内
）

 

25 

１
１
７
１

　
第
58
回
鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
の
開
催
に

あ
た
り
、
市
道
岩
崎
中
之
郷
線
（
近
鉄
中

之
郷
駅
前
～
中
京
銀
行
裏
側
道
路
）
は
、

車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
（
歩
行
者

通
行
可
）

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
期
間　
７
月
19
日

（金）

	

　
12
時
～
午
後
11
時

第
７
回
新
宿
ト
ラ
ッ
ド
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
鳥
羽

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

代
表　
鈴
木 

 

25 

２
５
５
４

　
毎
年
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
新

宿
ト
ラ
ッ
ド
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
夏
の
ひ
と
と
き
を

ジ
ャ
ズ
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
鳥
羽
大
庄
屋
か
ど
や
で
も
演

奏
（
午
後
１
時
～
）
を
無
料
で
楽
し
め
ま

す
。

と
き　
７
月
14
日

（日）
午
後
６
時
～

　
　
　
（
開
場　
午
後
５
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
市
民
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

参
加
方
法　
入
場
の
際
に
、
運
営
協
力
金

と
し
て
一
般
２
，
０
０
０
円
、
大
学
生
以

下
１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。　

マール メス 10 歳

車両通行止箇所 

 

車両通行止箇所 

車両通行止め区間

28
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連載コラム　県税

暮らしの情報　toba information

information
7 月1 日～

市
営
住
宅
空
家
入
居
者

建
設
課
管
理
係

 

25 

１
１
７
１

　
平
成
25
年
度
第
２
回
市
営
住
宅
の
空
家

入
居
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格

▽
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
て
い
る
か

た
（
平
成
25
年
６
月
30
日
現
在
）

▽
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
か
た
（
持
ち
家
が
な
い
か
た
）

▽
原
則
と
し
て
、
夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）

か
親
子
を
中
心
と
し
た
家
族
（
不
自
然
な

世
帯
分
離
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

▽
収
入
基
準
月
額
が
、
15
万
８
千
円
以
下

の
か
た
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
世

帯
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世

帯
の
場
合
は
21
万
４
千
円
以
下
の
か
た
）

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

▽
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
か

た
は
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
な
ど
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
市
内
、
伊
勢
市
、
志
摩
市
に
在
住
の
連

帯
保
証
人
（
２
人
）
の
あ
る
か
た

▽
車
椅
子
世
帯
向
け
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
入
居
さ
れ
る
か
た
の
中
に
身
体
障
が

い
者
ま
た
は
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障
が

い
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
町
村
長
な

ど
の
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

受
付
期
間　
７
月
８
日

（月）
～
16
日

（火）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
場
所　
建
設
課

必
要
書
類　

入
居
申
込
書
（
７
月
１
日

（月）
よ
り
建
設
課
で
交
付
し
ま
す
）
、
住
民

票
謄
本
、
所
得
証
明
書
（
給
与
所
得
者
は

源
泉
徴
収
票
添
付
）
、
市
税
等
完
納
証

明
書
、
資
産
証
明
書
、
連
帯
保
証
人
承
諾

書
、
婚
約
者
は
婚
約
証
明
書
、
そ
の
他
必

要
に
応
じ
た
証
明
書

抽
選
日　
８
月
７
日

（水）

お
や
つ
作
り
教
室

～
お
や
こ
で
作
ろ
う
手
作
り
お
や
つ
～

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25 

１
１
４
６

　

市
で
は
、
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
お

や
つ
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
や
こ
で
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
手
作
り

お
や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
保
育
所
・
幼
稚
園
の
３
～
５
歳
児

と
そ
の
保
護
者

と
き　
７
月
30
日

（火）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容　
お
や
つ
の
食
べ
か
た
に
つ
い
て
ミ

ニ
講
座
・
お
や
つ
作
り
・
試
食

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
、
ク
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ム

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
ど
も

用
ス
リ
ッ
パ

募
集
組
数　
10
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
７
月
25
日

（木）

申
込
先　
健
康
福
祉
課
健
康
係

嘱
託
職
員

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25 

１
１
８
５

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

職
種　
看
護
師

募
集
人
員　
１
人

資
格　

・
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

か
た

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
し
な
い
か
た
で
、
勤
務
場
所
ま
で

通
勤
可
能
な
か
た

・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
免
許
を
有

す
る
か
た

勤
務
場
所　
坂
手
診
療
所

業
務
内
容　
看
護
師
業
務

受
付
場
所　
健
康
福
祉
課
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
２
階
）

必
要
書
類　
履
歴
書
、
看
護
師
免
許
証

応
募
期
間　
７
月
１
日

（月）
～
16
日

（火）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

鯨
み
こ
し
を
担
い
で
み
ま
せ
ん
か

相
差
天
王
く
じ
ら
祭
り
実
行
委
員
会

 

21 

６
６
６
０

　
相
差
天
王
く
じ
ら
祭
り
実
行
委
員
会
で

は
、
７
月
14
日

（日）
に
行
わ
れ
る
第
25
回
相

差
天
王
く
じ
ら
祭
り
の
「
大
鯨
み
こ
し
」
を

担
い
で
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上
の
男
女

申
込
期
限　
７
月
８
日

（月）

申
込
先　

相
差
町
内
会
へ
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
（　

 oosatu@am
igo.ne.jp

）
に

て
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
　
　
集

団地名 住宅種別 建設年度 間取り 空家
戸数

安楽島団地 一般世帯
向け 昭和 51 ３ＤＫ １

安楽島
第２団地

一般世帯
向け 昭和 56 ３ＤＫ ２

リバーサイド
幸丘団地

一般世帯
向け 平成 14 ３ＤＫ ２

車椅子
世帯向け 平成 10 ２ＤＫ １

募集する住宅　６戸

21 広報とば 広報とば 20



連載コラム　健康づくり

暮らしの情報　toba information

information
7 月1 日～

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
料
理
教
室

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25 

１
１
４
６

　

市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
で

は
、
親
子
で
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
機

会
と
し
て
、
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
７
月
31
日

（水）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時
半
ご
ろ

　
　
　
（
受
付
開
始
）
午
前
9
時
半
～

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
、
ク
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ム

対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　
調
理
実
習
、
歯
の
お
話
な
ど

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
子
ど
も

用
ス
リ
ッ
パ

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

募
集
人
員　
12
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
７
月
26
日

（金）

申
込
先　
健
康
福
祉
課
健
康
係

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
職
員

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
総
務
課

 

０
５
９
９ 

56 

１
０
３
０

　
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
で
は
、
平
成
26
年

度
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

職
種　
技
師
（
機
械
）

採
用
人
員　
１
人

受
験
資
格

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
し
な
い
か
た

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た
（
外
国
籍

の
か
た
）
は
、
永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住

者
の
在
留
資
格
を
有
す
る
こ
と
。
な
お
、

外
国
籍
の
か
た
は
採
用
後
、
公
権
力
の
行

使
ま
た
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に

携
わ
る
職
に
は
任
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

か
た

・
ボ
イ
ラ
ー
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
免
状

の
交
付
を
受
け
た
か
た
、
ま
た
は
学
校
教

育
法
に
よ
る
４
年
制
大
学
で
機
械
工
学
に

関
す
る
学
科
（
熱
力
学
、
材
料
力
学
、
流

体
力
学
の
３
科
目
を
修
得
し
た
か
た
）
を

卒
業
も
し
く
は
、
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
か
た

申
込
書
配
布
方
法　

募
集
要
項
と
受
験

申
込
書
は
、
７
月
31
日

（水）
ま
で
総
務
課
に

て
配
布
し
ま
す
。
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

　

郵
送
希
望
者
は
、
封
筒
に
朱
書
き
で

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
記
入

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
封
筒
）
を
同

封
し
、
７
月
23
日

（火）
ま
で
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
な
ど　
写
真
、
機
械
工
学
専

門
科
目
履
修
（
見
込
み
）
を
証
す
る
書
類

な
ど
の
添
付
資
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　
７
月
31
日

（水）
ま
で
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
か
た
は
、
封

筒
に
朱
書
き
で
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書

在
中
」
と
記
載
し
、
申
込
期
間
内
必
着
と

し
ま
す
。

提
出
先　

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
総
務
課

〒
517

－

0214　
志
摩
市
磯
部
町
迫
間
22
番
地

試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

と
き　
８
月
11
日

（日）
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合

※
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
一
次
試
験
合

格
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

試
験
科
目

・
一
次
試
験　
作
文
試
験
、
個
別
面
接

・
二
次
試
験　
個
別
面
接

　
く
わ
し
く
は
、
募
集
要
項
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当

者
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
る

団
体
応
援
事
業
費
補
助
金

市
民
課
市
民
交
流
室

 

25 

１
１
６
２

　
身
近
な
地
域
の
活
性
化
、
地
域
の
課
題

解
決
に
役
立
つ
活
動
な
ど
、
み
ん
な
で
地

域
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
活
動
で
、
次
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
に
つ
い
て
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業

（１）
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
も
の

（2）
子
育
て
支
援
に
貢
献
す
る
も
の

（３）
女
性
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
活
動
お

よ
び
生
活
支
援
に
貢
献
す
る
も
の

（４）
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
す

る
も
の

（５）
学
術
、
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
す
る
も
の

（６）
環
境
の
保
全
、
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く

り
に
貢
献
す
る
も
の

対
象
者　
住
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な

ど※
一
部
、
対
象
外
と
な
る
事
業
お
よ
び
団

体
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額　
１
事
業
に
つ
き
、
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
20
万
円
）

補
助
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間

平
成
26
年
３
月
31
日

（月）
ま
で

募
集
期
間　
７
月
１
日

（月）
～
16
日

（火）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
民
課
市
民
交
流
室
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
民
課

市
民
交
流
室
の
ほ
か
、
各
連
絡
所
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
方
法　

８
月
中
旬
に
書
類
審
査
と

申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
補
助
対
象
事
業
を
選
考
・
決
定
し
、

通
知
し
ま
す
。

21 広報とば 広報とば 20



連載コラム　県税

information

暮らしの情報　toba information

7 月1 日～

鳥
羽
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ

「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
カ
ル
」の

出
演
者
お
よ
び「
夏
と
海
の
詩
」

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
理
事
務
所

 

25 

４
８
０
０

　

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
８

月
31
日

（土）
に
鳥
羽
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
「
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
カ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
ロ
バ
ン
ド
、
ダ
ン
サ
ー
と
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
が
集
ま
っ
て
、
“
わ
い
わ
い
ガ

ヤ
ガ
ヤ
”
夏
の
最
後
の
日
を
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
出
演
者
と
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に
朗
読
を
し
て

も
ら
う
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　
８
月
31
日

（土）
昼
ご
ろ
～
日
没
ご
ろ

と
こ
ろ　
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

参
加
費　
無
料

●
ア
マ
チ
ュ
ア
出
演
者

応
募
締
切　
７
月
31
日

（水）

当
日
枠　
５
組（
演
奏
時
間
15
分
以
内
）

応
募
資
格　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
の

演
奏
が
で
き
る
こ
と

●
詩・作
文

応
募
締
切　
８
月
20
日

（火）

テ
ー
マ　
夏
と
海
の
詩

※
夏
、
海
や
人
々
、
ま
た
鳥
羽
や
佐
田
浜

に
関
す
る
詩
・
作
文
な
ど

応
募
方
法　

応
募
用
紙
な
ど
に
題
名
、

詩
・
作
文
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入

の
上
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
理
事
務
所

〒
517

－

0011
鳥
羽
市
鳥
羽
一
丁
目
２
３
８
３

―
５
１　
　
　

 

４
８
０
１

　

i.syashinkan@gm
ail.com

第
５
回
海
は
ひ
ろ
い
な
大
賞

漂
着
ゴ
ミ
で
ア
ー
ト
す
る

海
の
博
物
館

 

32 

６
０
０
６

　
浜
辺
に
散
乱
す
る
流
木
や
ご
み
は
、
海

の
美
し
い
景
観
を
汚
し
、
海
の
生
き
も
の

た
ち
の
生
態
系
の
破
壊
を
も
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。

　

海
の
博
物
館
は
、
自
然
環
境
や
美
し
い

浜
辺
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、

地
球
を
取
り
巻
く
海
の
環
境
づ
く
り
と
も

の
づ
く
り
の
融
合
を
目
指
し
て
、
漂
着
物

を
素
材
に
し
た
漂
着
物
ア
ー
ト
作
品
の
公

募
と
作
品
展
「
第
５
回
海
は
ひ
ろ
い
な
大

賞
」
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
期
間　
６
月
３
日

（月）
～
８
月
20
日

（火）

募
集
内
容　
漂
着
物
や
流
木
な
ど
を
素
材

に
利
用
し
、
新
た
に
創
作
し
た
ア
ー
ト
作

品
（
造
形
物
）
の
写
真
と
実
際
の
完
成
作

品
（
未
発
表
の
も
の
）

※
応
募
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（　

http://w
w

w
.um

ihaku.
com

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
海
の
博
物

館
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
第
５
回
海
は
ひ
ろ
い
な
大
賞
作
品
展

展
示
期
間　
９
月
14
日

（土）
～
11
月
14
日

（木）

展
示
場
所　
鳥
羽
駅
連
絡
通
路
（
オ
ー
プ

ン
展
示
）

第
２
回
ナ
イ
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

市
運
動
施
設
指
定
管
理
者

（
市
民
体
育
館
） 

25 

６
２
１
５

と
き　
７
月
25
日

（木）
午
後
６
時
～

　
　
　
（
受
付
開
始
は
午
後
５
時
）

※
雨
天
時
は
７
月
30
日

（火）
に
延
期

場
所　
鳥
羽
市
営
球
場

競
技
方
法　

24
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
で
順
位

を
決
定
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、
準
優

勝
、
３
位
に
メ
ダ
ル
を
授
与
し
ま
す
。
ま

た
、
参
加
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

参
加
料　
１
人
２
０
０
円
（
当
日
受
付
で

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

定
員　
１
２
０
人

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
民
体
育
館
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
民
体
育
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
16
日

（火）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢

 

０
５
９
６ 

37 

３
１
２
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
で
は
、
離

職
者
の
か
た
が
早
期
に
再
就
職
が
で
き
る

よ
う
企
業
で
の
生
産
現
場
の
実
態
に
即
し

た
も
の
づ
く
り
分
野
に
特
化
し
た
標
準
６

か
月
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
１６
日
号
３
ペ
ー
ジ
「
と
ば
っ
子
子

育
て
応
援
券
取
扱
店
の
追
加
」
の
中
で
お

知
ら
せ
し
た
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

誤　
村
田
薬
局
本
店

正　
村
田
薬
局
ハ
ロ
ー
店

25

南伊勢職業能力開発促進センター（ポリテクセンター南伊勢）

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 入所月対応
職業訓練ガイダンス 入所面談

8 月
電気設備科 20 8 月 20 日（火）～

平成 26 年 2 月 17 日（月）
6 月 21 日（金）
7 月　5 日（金）
7 月 19 日（金）

7 月 26 日（金）住宅リフォーム
技術科 15

9 月 テクニカル
オペレーション科 17 9 月 3 日（火）～

平成 26 年 2 月 28 日（金）
7 月　5 日（金）
7 月 19 日（金）
8 月　2 日（金）

8 月　9 日（金）

10 月 溶接技術科 15 10 月 3 日（木）～
平成 26 年 3 月 31 日（月）

8 月　2 日（金）
8 月 23 日（金）
9 月　6 日（金）

9 月 13 日（金）

23 広報とば 広報とば 22



連載コラム　健康づくり連載コラム　健康づくり

library 
news

お知らせ 火・水曜日は午後６時まで、 木・金
曜日は午後７時まで開館。休館日は、月曜日・
第２水曜日。但し、７月 15 日（月）は開館。

図書館だより

お知らせ

7 July   
2013

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

8 August
2013

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー 図書カレンダー

休館日

市立図書館　  26 4555

					     1	 2	 3
	4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
11	 12	 13	 14	 15	 16	 17
18	 19	 20	 21	 22	 23	 24
25	 26	 27	 28	 29	 30	 31

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ　アイティービー）

製作番組「テレビ広報とば」
　　　　　（番組時間約 30 分）

放送時間　午前6時、8時、10時、
12 時、午後 2 時、4 時、6 時、8 時、
10 時～

7 月 1 日
～

7 月 15 日

特　集 今年も夏がやってきた！！

お知らせ

市営住宅入居者募集のご案内
国民年金の保険料免除制度
子育て支援サポーターになりませんか
市営定期船・みなとまつり臨時便のお知らせ

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

7 月 16 日
～

7 月 31 日

特集 森と海・きずな事業

お知らせ

後期高齢者医療保険料決定通知書の発送・保険証の更新
夏休み図書館行事のお知らせ
鳥羽ビルフィッシュトーナメントの周知
東京で鳥羽市を PR ！海女姿 100 人キャラバン隊募集

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

鳥羽健康づくり体操
「エアロビクス基礎編」
放送時間　午前 7 時～、
　	 　　午後 1 時～、7 時～

健康ウォーキング＆
みんなと☆ばーがー体操教室
放送時間　午前 9 時～、
　	 　　午前 11 時～、午後 5 時～

( 番組時間約 8 分 )

放送時間　午後 1 時 10 分～、
　　　　　  午後 7 時 10 分～

議会録画中継
（平成 25 年第 2 回定例会）

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。また議会日程および放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係  25 1102、加入申し込みについては㈱アイティービー 0120-270-089 へ問い合わせてください。

◎
夏
休
み
お
は
な
し
会

　

津
お
は
な
し
の
会
「
マ
ザ
ー
・
グ
ー

ス
」の
か
た
の
お
は
な
し
で
す
。

と
き　
７
月
23
日

（火）
午
前
10
時
30
分
～

◎
マ
ジ
ッ
ク
教
室
受
講
者
募
集

と
き　
７
月
24
日

（水）
午
前
10
時
～
12
時

講
師　
橋
本
七
美
さ
ん

募
集
人
員　
15
人（
先
着
順
）

◎
お
り
が
み
教
室
参
加
者
募
集

と
き　
７
月
31
日

（水）
午
前
10
時
～
12
時

募
集
人
員　
15
人（
先
着
順
）

◎
お
は
な
し
の
会

と
き　
７
月
6
日

（土）
午
後
2
時
～

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

第
１
回
７
月
6
日

（土）
午
前
10
時
30
分
～

第
２
回
７
月
21
日

（日）
午
前
10
時
30
分
～

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
７
月
19
日

（金）
午
前
10
時
30
分
～

『
ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
』

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
７
月
20
日

（土）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
う
み
に
い
こ
う
」

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

と
き　
７
月
24
日

（水）
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◎
鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会（
読
書
会
）

と
き　
７
月
９
日

（火）
午
前
９
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト『
お
や
す
み
な
さ
い
フ
ラ
ン
シ
ス
』

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
７
月
16
日

（火）
午
前
10
時
～

◇「
原
爆
と
人
間
展
」と

「
夏
休
み
読
書
を
し
よ
う
!!
」

と
き　
７
月
20
日

（土）
～
９
月
1
日

（日）

◇
手
づ
く
り
絵
本
講
習
会

　
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
絵
本
（
か
た
い
表
紙

を
つ
け
る
）
を
作
る
講
習
会
を
し
ま
す
。

　

講
習
は
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
か
た
と
一
緒

の
場
合
は
、
低
学
年
で
も
、
本
作
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き　
７
月
25
日

（木）（
内
容
を
作
る
）

　
　
　
７
月
26
日

（金）（
製
本
を
す
る
）

　
　
　
両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
～

講
師　
杉
谷
眞
由
美
さ
ん

持
ち
物　
は
さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど

募
集
人
員　
15
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　
材
料
費
３
５
０
円
を
添
え
て
、

図
書
館
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
図
書
館
情
報

アナログ　6ch
（デジアナ変換）
デジタル　123ｃｈ

7 月 1 日（月） 定例市議会開会（再放送）
7 月 2 日（火）、3 日 ( 水 )、4 日 ( 木 ) 一般質問（再放送）
7 月 5 日（金） 質疑（再放送）
7 月 6 日（土） 閉会（再放送）

	　	 1	 2	 3	 4	 5	 6	
	7	 8	 9	 10	 11	 12	 13	
14	 15	 16	 17	 18	 19	 20	
21	 22	 23	 24	 25	 26	 27	
28	 29	 30	 31
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鳥羽の島遺産 100 選
鳥羽の離島 4 島 - 島のお宝

vol.4

編集と発行

総務課広報情報係
〒 517-0011　鳥羽市鳥羽三丁目 1-1
 0599-25-1114
ホームページ  http://www.city.toba.mie.jp/
E メール  koho@city.toba.mie.jp

資源保護のために再生紙を使用しています。

編
集
後
記

広
報
マ
ン

市立図書館では、読書や自習だけでな
く、おはなし会などのイベントも行って
います。開館日や図書館行事について
は、広報とば１日号またはホームページ
で確認してください。

す こ や にか

おみらむい　絵

vol.81

とば っこ げんきっこ

1日号

ム
カ
デ
こ
わ
い

寺
本　
昨
日
、
家
の
中
に
ム
カ
デ
が

出
た
ん
さ
。
退
治
し
た
け
ど
、
こ
わ

か
っ
た
わ
。

山
本　
昔
刺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
僕
も
苦
手
で
す
。

浜
崎　
ム
カ
デ
は
１
匹
だ
け
で
し

た
？

寺
本　
う
ん
。
１
匹
だ
け
や
っ
た
。

浜
崎　
本
当
か
ウ
ソ
か
は
分
か
ら
な

い
で
す
け
ど
、
ム
カ
デ
は
「
つ
が
い
」

で
い
る
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
か

ら
、
も
う
一
匹
ど
こ
か
に
隠
れ
て
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
。

山
本　
う
わ
、
か
た
き
討
ち
に
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

寺
本　
こ
わ
い
こ
と
言
う
な
よ
。

浜
崎　
今
晩
、
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ
が

危
な
い
で
す
ね
。

山
本　
こ
の
絆
創
膏
、
よ
か
っ
た
ら

今
日
持
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

寺
本　
絆
創
膏
は
効
か
ん
や
ろ
！

　

菅
島
の
し
ろ
ん
ご
祭
り
は
、
伊
勢
志

摩
を
代
表
す
る
海
女
の
祭
で
「
し
ろ
ん

ご
さ
ん
」
と
古
く
か
ら
地
元
で
呼
ば

れ
、
島
の
守
護
神
で
あ
る
白
髭
大
明
神

を
お
奉
り
し
、
数
百
年
前
の
昔
か
ら
大

漁
・
豊
漁
と
海
上
安
全
を
祈
願
す
る
た

め
に
、
こ
の
島
の
人
々
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
海
女
の
祭
で
す
。  

　

こ
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
白
浜
は
、
一

年
を
通
じ
て
禁
漁
区
で
あ
り
、
こ
の
日

の
み
漁
が
許
さ
れ
、
ホ
ラ
貝
の
合
図
で

島
中
の
海
女
た
ち
が
、
一
斉
に
雌
雄
一

対
の
ア
ワ
ビ
を
獲
る
た
め
に
競
い
合
い

ま
す
。
こ
の
雌
雄
一
対
の
ア
ワ
ビ
を

「
ま
ね
き
鮑
」
と
言
い
、
「
ま
ね
き

鮑
」
を
一
番
に
獲
っ
た
女
性
が
、
一
年

間
海
女
頭
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
豊
漁
が

約
束
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
し
ろ
ん
ご
祭
り
は
、
７
月
６
日

（土）
に
行
わ
れ
ま
す
。

雨
が
降
っ
て
ば
っ
か
で
、

つ
ま
ら
な
い
。

外
で
遊
び
た
い
の
に・・・。 

ゲ
ー
ム
ば
っ
か
り

し
て
な
い
で
図
書
館
へ

行
っ
て
き
た
ら
。

ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
じ
ゃ
な
く
て
、

本
を
読
む
の
も
面
白
い
や
。

う
わ
ぁ
！！

本
が
い
っ
ぱ
い
や
。

ど
れ
を
読
も
う
か
な
。

　
　
　
迷
う
な
ぁ
～

図
書
館

到
着
!!

しろんご祭り
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